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最近の学生について

糸山東

この 9月28日に京都教育大学で催された教大協の研究集会，教員養成学部に

おける学生の実態等々のテーマに出席し，最近の学生府の実態に深い関心を持

つ必要がある点を感じた。たしかに大学の学生層の意識の変化について話題に

上りだしてから久しいが，教大協の研究集会に出席したことともあいまって以

下の小文を記すことにした。

学生層のもつあらゆること，たとえば，読書の傾向，理論ならびに実験等の

勉学に対する態度，卒業論文作成への取り組み方から始まり酒の飲み方，愛唱

歌の種類，夏休中の過ごし方，学生仲間同志としての行動あるいは研究室貝と

しての行動等に変化がみられだしたのは何時のころからははっきり思い出せぬ

が，上述のような学生層の実態が筆者が赴任した昭和34年ごろとはかなり異っ

てきたのは確かである。このことは大方の意見でもあるのでほぼ確かなことと

考えている。

人間像というものはその人間の育った家庭環境から始まり，その家庭をとり

まく社会環境，その社会を動かしているポリシー，ひいては学校教育をとりま

く諸環境，教育を動かしているポリシー，教育制度，教育理念，教育内容，は

ては教育過程いわゆるカリキュラム等々によって築き上げられていくものであ

ろうから，時代の変遷の中にあって一定不変の人間像を保つということはまず

難かしいであろう。

教師という職業は難かしい職業である。つまり，いわゆる人間像の変遥を自

明のこととして受け止め，自己の分担する年限つまり学校教育制度の中を通過

する当事者である学生•生徒層にとり人生の一時期に相当する年限を受け持ち，

学校教育を受けたという何らかの影響を与えねばならないからである。以下思

いつくままに最近の学生像について 1. 読書の傾向 2 勉学への態度 3.卒

業論文作成への取り組み方 等の視点から眺めてみたいと思う。
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1. 読書の傾向

読書の傾向，これは端的に云って読まなくなったといえる。読書とは本を読

むこととよみ換えると事情は異なり，実に多くの本を読んでいるようである。

つまり，大学受験戦争の激化によって実に様々な本，いわゆる，知識の断片あ

るいは知識を紙の上のみで学ぶ，つまり知識を知識としてのみ受け取りそれの

みで終わるといったような読書の仕方をしており，学生屈の知識凪は膨大なる

ものがあると感じ取っている。しかし，この読杏の傾向が実に様々な弊害をも

たらしているようである。知識を知識としてのみに受け取めているので，何か

問いに対する回答を求めると，正解あるいは正解らしいものに対応するものを

既成の知識・理論の集積の中から探がし出して回答を構築していく態度である。

具体的には或るレポート・テーマに対して，回答に相当する部分を本から抜き

書きしてこれで良しとする態度である。近代の学問はだいたい既成の学問を基

盤にして新しい学問が築き上げられているので，上記のような学生層の態度も

一つのやり方としては正しいが，自分の考えというのが入り込む余地がない。

つまり，自己の戸過器を通した知識なり理論という感覚に乏しいようである。

このような感覚になった最大の原因は，「読書_J をしなくなったのが原因し

ていると考えている。この文章の前段では多くの読書をしているといい後段で

は「読書_j をしなくなったといい矛盾しているようであるが，この「読書」と

はいわゆる教養饗に相当するものである。「教養書」と称するものがどういう

ものかと問いただされると筆者としても回答に困まるが，「教養誉」 という類

いのものはスラスラとは読めない。いわゆる“思索’'を伴う本である。最近の

学生層の傾向は知識の断片をつめ込むあるいは知識を知識として理解するため

の思考であり，いわゆる， “思索”ということに馴れていないために知識を知

識として捉らえ，それを鵜のみして自己の炉過器にかけた知識の集積をしてい

ないからではなかろうか。極言すると知識を正しいとのみ捉らえ，知識の内味

の正当性に疑いをもつという態度には及びもつかないのではなかろうか。
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2. 勉学への態度

人に向って話しをする場合，「こころざし」を等しくする一群の聴衆を相手

に話しをすることはたやすいが，種々雑多な考えをする相手に話しをすること

は難かしい。筆者は自然科学専攻の学生層に「化学概論」なる講義を分担して

いるが，この講義が一番の難物である。自然科学には「生物系」と「非生物系」

があり「非生物系」の中にも「物理系」と「化学系」があり，それぞれみな特

徴•特質を異にするからである。簡単にいうと自然科学全般を通じて得意であ

るという学生はまずいないからである。ひいてはこの様な学生層出身である教

官自身にとっても，同じことが云えるからでもある。このような学生層相手に

話しをする場合，一番簡単なやり方は「知識」を「知識」のみとして把らえさ

せるやり方，いわゆる「知識」あるいは理論の押しつけをする仕方が一番簡単

である。しかし，すくなくとも大学低学年層にこのような仕方の講義は禁物で

あるし，また最近の学生層の傾向からしても避けねばならぬやり方であるので，

筆者は学生唇のもっている色んな知識あるいは理論の形成過程を教えることに

している。しかし，前に述べた通りいわゆる“思索”に馴れていない学生層で

あるので，何故そのようなことが重要なのかとの感覚が掴かめていないらしく，

何年経験を積んでも講義の意図を伝達するのが難かしいようである。学生層の

質あるいは傾向も学年次によって差があるであろうし，知識あるいは理論の形

成課程を教える講義とは難かしいという感覚をもっている。

学問の専門分化が極端になっている昨今，つまり筆者の専攻する分科専門部

会に出席しても会場数が三つ四つあるため，分科専門部会での最近の学問の趨

勢ですら1/3~1/4程度しか実感し得ない現在，知識あるいは理論の単なる伝達

よりもその形成過程の伝達がより必要と考えるので，是非とも上手くやりたい

と考えている。

3. 卒業論文作成に対する態度

一昔前の学生層には大学三年間は自堕落に過していても，四年次の卒業論文

作成だけは面白そうだから真面目にやろうという学生がかなり居たようである。
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つまり，大学ー・ニ・三年次は知識あるいは理論の切り売りに過ぎない，その

ような知識あるいは理論は本を読めばわかる， しかし四年次の卒業論文作成だ

けはある「テーマ」のもとに自分で勉強できるから得難い体験になるという考

え方である。事実このような学生層のなかに優秀な卒業論文を残していった学

生もあったことは事実である。

しかし，最近は卒業論文作成も卒業のための通過儀礼にすぎない，何とか目

をつむってでも或る程度の論文を仕上げて卒業まで漕ぎつけよう， という学生

層が大部分のようである。或る「テーマ」のもとに自分なりの仕方でアプロー

チを為し，色々なデータあるいは引用資料をもとにして，或る「テーマ」に対

する自分なりの「レポート」を書き残そうとする学生が非常に乏しいという事

実である。やはりこのような傾向も“思索”するということに馴れていないた

め，自分なりの「レポーいを杏くことの意義あるいは大学教育における卒業

論文作成の重要性に気付いていないのではないかと考えている。その結果学問

の性格上指禅教官が卒業論文の「テーマ」を指示するケースの場合，自分は指

浮教官の助手あるいは単なる労働力提供者にしかすぎないとか，あるいは指導

教官指示の「テーマ」のもとに卒業論文を作成する態度は自主的な学習態度で

はない，自己の「テーマ」に従って卒業論文作成することが真の自主的な勉強

であるとする発想もあるようである。この「自主テーマ _j しこよる卒業論文作成

という一見「理_j iこかなった考えも大きな落し穴があると考えている。つまり

卒業論文作成に基く研究成果を度外視するならば，「自主テーマ _j iこよる卒業

論文作成も何らかの意味はあるかとも思う。また卒業論文作成の目的を結果は

度外視して何かやっておれば良いのだとする発想のもとでは，そのような仕方

でも結構であろう。しかし，大学というからには少くとも構成員の全能力をフ

ルに使って成果を挙げていくところと考える以上，卒業論文作成にあたり指導

教官の能力もあまり発揮できない状況のもとに国費を消耗するより，その能力

を十分に発揮できるようにして国費を費す方がより betterと考える。

卒業論文作成に対する学生側の態度もここ数年大いに変ってきているように

受け取っている。この事は重大な事であり，大きくいうと大学の存在理由にも

つながりかねないと考えるのが筆者の“一人さわぎ”のみに終れば幸いと考え
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る。

筆者はさる 9月8日～11日に筑波大学で催された国際 1B理科教育会議にも

機会を得て出席したが，そこでいろいろな知見を身につけることが出来た。 1B

つまりインターナショナル・バカロレア，すなわち国際的な規模の大学入学資

格認定に関連する会議である。そこでは未来の社会に有効に働く若者を育て，

そして大学人学資格を与えるという趣旨のもとで，どの様な中等教育に関する

カリキュラムを策定しそれに基きどの様な内容の大学入学資格試験を行い，ど

のような成績評価をすればその趣旨にかなうであろうかとする検討の会議であ

った。 IBO事務局長）レノ教授の言に「日本は東西の世界のかけ橋になりうる

地位と能力を持っている，大いに IBOのために一肌ぬいで欲しい」との趣旨

のものがあったが，このような諸外国の期待のなかにあって， 日本の大学での

昨今には少々懸念の念がないと言い切っては過言になると考えている。

IBO側の働きかけに対し， 日本側の対応は日本の教育制度， 日本の大学教

育と社会の仕くみあるいは日本の理科教育カリキュラムに関するものであり，

防戦的な色彩が強かったようでもあった。前述の趣旨にかなうにはどのような

「理科教育カリキュラム」を策定したら betterかについての日本側の論議は

日本側が横文字で討論しようとしたために論議は進まなかった。

このような経過はさておき，いろいろな学生•生徒層をとりまく諸条中の変

動のなかにあって，その人間像がかわりつつある現況にあって，如何にして未

来の社会を左右する力を持つ大学教育を十全に実践するかは重大なる課題と考

える。 (S57, 10, 17脱稿）


